
　

瞬
く
間
に
時
は
流
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
発

生
か
ら
９
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

ご
遺
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
年
月
を

経
て
も
な
お
、
追
慕
の
情
が
薄
れ
る
こ
と
は
決

し
て
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
も
決

し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
お
察
し
し
ま

す
。
こ
こ
に
改
め
て
、
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を

さ
さ
げ
ま
す
。

　

本
年
は
、
復
興
10
年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年

と
な
り
ま
す
が
、
市
内
外
に
は
依
然
と
し
て
70

世
帯
あ
ま
り
の
方
々
が
、
仮
設
住
宅
で
の
不
自

由
な
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
９
年
に

も
わ
た
る
仮
設
住
宅
で
の
生
活
は
、
こ
れ
ま
で

は
顕
在
化
し
な
か
っ
た
健
康
、
経
済
、
家
庭
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
、
入
居
者
が

減
っ
た
仮
設
団
地
で
は
、
老
朽
化
に
よ
る
生
活

へ
の
支
障
や
高
齢
者
ら
の
孤
立
と
い
っ
た
問
題

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
の
住

ま
い
の
再
建
に
向
け
最
後
の
一
人
ま
で
寄
り
添

い
な
が
ら
、
真
の
復
興
完
遂
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
学
ん
だ
教
訓
を

生
か
し
、
取
り
ま
と
め
た
釡
石
市
防
災
市
民
憲

章
を
も
と
に
「
大
震
災
か
ま
い
し
の
伝
承
者
」

制
度
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
そ
の
普
及
啓
発

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
震
災
当
時
は
ま

だ
小
学
生
や
中
学
生
で
あ
っ
た
釡
石
の
若
者

が
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
な
が

ら
積
極
的
に
そ
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
け
な
げ
な
姿
を
見
る
に
つ
け
、

心
を
打
た
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に

頼
も
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
９
年
の
間
は
、
国
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

温
か
い
ご
支
援
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
復
旧
・
復
興

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
う
の

す
ま
い
・
ト
モ
ス
、
魚
河
岸
テ
ラ
ス
の
整
備
、
釡

石
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
三
陸
沿
岸
道
路
の
市

内
区
間
全
線
開
通
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
ご
協
力
に

改
め
て
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
中
で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™

釡
石
開
催
は
こ
れ
ま
で
の
支
援
へ
の
感
謝
の
発
信

と
、
一
生
に
一
度
の
貴
重
な
経
験
を
市
民
の
皆
様

と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
「
一
人
は
み

ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」
と

い
う
ラ
グ
ビ
ー
の
精
神
は
、
ま
さ
に
釡
石
市
が
復

興
を
通
じ
て
求
め
て
き
た
精
神
そ
の
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
の
釡
石
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

な
る
も
の
と
実
感
し
ま
し
た
。
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
の
思
い
に
応
え
る
た
め
に
も
、
そ
し
て

復
興
の
た
め
に
ご
支
援
を
頂
戴
し
た
多
く
の
皆
様

の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
も
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
釡
石
の
実
現

に
向
け
、
一
日
も
早
い
復
興
の
完
遂
を
目
指
し
、

引
き
続
き
復
興
の
道
を
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
震
災
以
来
、
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
、
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
と
も
引
き
続
き
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
を
迎
え
て

被 災 の 状 況

平
成
23
年

３
月
11
日　
東
日
本
大
震
災
発
災

３
月
12
日　
無
料
バ
ス
運
行
開
始

３
月
13
日　
が
れ
き
撤
去
作
業
開
始

３
月
14
日　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

３
月
17
日　
仙
人
峠
道
路
通
行
規
制
解
除

３
月
18
日　
住
宅
相
談
、
生
活
相
談
窓
口
を
シ
ー
プ
ラ
ザ
釡
石
に
開
設

３
月
23
日　
市
内
保
育
所
再
開

４
月
１
日　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
通
常
供
給
再
開

４
月
６
日　
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
運
転
再
開

４
月
11
日　
か
ま
い
し
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
開
局

４
月
11
日　
生
活
再
建
支
援
相
談
窓
口
設
置
／
り
災
・
被
災
証
明
発
行
開
始

４
月
14
日
〜
26
日　
市
内
各
小
中
学
校
新
年
度
授
業
再
開

４
月
21
日　
仮
設
住
宅
入
居
開
始
（
昭
和
園
）

５
月
６
日　
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
訪
問

６
月
11
日　
復
興
釡
石
新
聞
創
刊

７
月
12
日　
断
水
解
消
（
被
災
地
以
外
）

８
月
１
日　
生
活
支
援
相
談
員
配
置

８
月
１
日　
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
運
行
開
始

８
月
４
日　
釡
石
第
２
魚
市
場
が
再
開

８
月
10
日　
仮
設
住
宅
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置

８
月
26
日　
復
興
天
神
15
商
店
街
完
成
…
県
内
第
１
号

９
月
23
日　
震
災
６
カ
月
・
合
同
慰
霊
祭

10
月
11
日　
岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
本
部
「
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
」
設
置

10
月
11
日　
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
仮
復
旧

10
月
17
日　
鵜
住
居
地
区
医
療
セ
ン
タ
ー
開
設

12
月
22
日　
釡
石
復
興
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
策
定

平
成
24
年

１
月
16
日　
唐
丹
小
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

１
月
17
日　
唐
丹
中
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

２
月
26
日　
釡
石
港
湾
口
防
波
堤
復
旧
工
事
着
工

２
月
27
日　
鵜
住
居
小
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

４
月
16
日　
釡
石
東
中
／
仮
設
校
舎
で
授
業
開
始

４
月
16
日　
か
ま
い
し
ま
る
ご
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

４
月
25
日　
青
葉
ビ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
月
10
日　
に
こ
に
こ
バ
ス
運
行
開
始

11
月
４
日　
釡
石
花
巻
道
路
／
釡
石
〜
釡
石
西
「
即
年
着
工
」
起
工
式

11
月
22
日　
新
浜
町
魚
市
場
一
部
竣
工
式
典

平
成
25
年

３
月
27
日　
上
中
島
町
に
復
興
公
営
住
宅
竣
工
…
市
内
第
１
号

４
月
11
日　
釡
石
・
大
槌
地
域
産
業
育
成
セ
ン
タ
ー
業
務
再
開

４
月
14
日　
釡
石
市
球
技
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

５
月
11
日　
岩
手
大
学
三
陸
復
興
推
進
機
構
釡
石
サ
テ
ラ
イ
ト
新
設
オ
ー
プ
ン

５
月
15
日　
三
陸
沿
岸
道
路
／
釡
石
山
田
大
槌
町
区
間
で
着
工
式

５
月
15
日　
上
中
島
復
興
公
営
住
宅
第
１
期
の
入
居
開
始

６
月
２
日　
大
町
ほ
ほ
え
む
ス
ク
エ
ア
オ
ー
プ
ン

８
月
４
日　
釡
石
は
ま
ゆ
り
ア
ク
ア
ス
ロ
ン

８
月
10
日　
鵜
住
居
に
仮
設
追
悼
施
設
完
成

８
月
10
日　
鵜
住
居
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー
犠
牲
者
追
悼
式

９
月
７
日　
釡
石
よ
い
さ
復
活

９
月
８
日　
釡
石
市
郷
土
芸
能
祭
復
活

９
月
17
日　
橋
野
鉄
鉱
山
世
界
遺
産
推
薦
決
定

９
月
22
日
〜
23
日　
釡
石
ま
る
ご
と
味
覚
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
復
活

震災からの出来事

大字平田の現況（上）と
被災直後（下）

大町の現況（上）と
被災直後（下）

地震の概要

発 生 日 時 平成23年3月11日㈮
14時46分ころ

震 源 三陸沖（牡鹿半島の東南東130km付近）
規模／震度 マグニチュード9.0／震度6弱（市内中妻町）

津波の概要
第 一 波 3月11日　14時台　　-119cm
最 大 波   　11日　15時21分　9.3m
※ 気象庁（釡石港湾合庁の痕跡などから推定した津波の高さ）
【参考】 （公社）土木学会東日本大震災特別委員会総合調査団資料
 9.2m（釡石湾平田漁港付近・浸水高）
19.3m（両石湾両石漁港背後地・遡上高）
15.4m（大槌湾釡石東中学校近くのがけ・遡上高）

釡石市の被災状況
［人的被害］
　・死亡者数　1,064人
　　 （行方不明者数　152人、関連死認定者数106人を含む）
　・避難者数　9,883人（市内、H23.3.17最大）
［家屋被害］
　・住家数1万6,182戸のうち4,704戸が被災（29%）
　※ 被災の内訳（全壊2,957戸、大規模半壊395戸、半壊304
戸、一部損壊1,048戸）

［産業関係］
　・ 市内全事業所2,396事業所のうち浸水範囲の事業所数1,382事
業所（全体の57.7%）

　・ 漁業関係　市内3漁協の漁船1,734隻のうち1,692隻が被災
（97.6%）
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震災からの出来事
11
月
２
日　
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
ご
訪
問

11
月
10
日　
橋
野
鉄
鉱
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年

２
月
２
日　
新
春
韋
駄
天
競
争

４
月
１
日　
釡
石
消
防
署
新
庁
舎
完
成

４
月
５
日　
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
運
行
開
始

４
月
12
日　
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
で
Ｓ
Ｌ
銀
河
運
行
開
始

６
月
８
日　
釡
石
百
人
会
議

８
月
３
日　
釡
石
は
ま
ゆ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

10
月
31
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
に
立
候
補

12
月
５
日　
タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年

３
月
２
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開
催
都
市
に
決
定

４
月
21
日　
道
の
駅
「
釡
石
仙
人
峠
」
オ
ー
プ
ン

４
月
26
日　
釡
石
さ
く
ら
祭
（
唐
丹
町
）

７
月
５
日　
橋
野
鉄
鉱
山
が
世
界
遺
産
登
録
決
定

７
月　
　
　
釡
石
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
基
本
計
画
策
定

12
月
23
日　
釡
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年

３
月
21
日　
釡
石
高
校
硬
式
野
球
部
21
世
紀
枠
で
春
の
甲
子
園
出
場
決
定

４
月
１
日　
岩
手
大
学
農
学
部
食
料
生
産
環
境
学
科
水
産
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー
ス
設
置

９
月
〜
10
月 　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
７
人
制
）
競
技
を
開
催

10
月
23
日　
道
の
駅
釡
石
仙
人
峠
来
場
者
１
０
０
万
人
達
成

平
成
29
年

１
月
27
日　
釡
石
漁
火
酒
場
か
ま
り
ば
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

２
月　
　
　
唐
丹
小
・
唐
丹
中
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　
岩
手
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
地
域
創
生
専
攻
（
修
士
課
程
）
設
置

４
月　
　
　
鵜
住
居
小
・
釡
石
東
中
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　
鵜
住
居
幼
稚
園
新
園
舎
で
の
保
育
ス
タ
ー
ト

５
月
８
日
〜
22
日　
尾
崎
半
島
林
野
火
災

５
月
16
日　
釡
石
市
魚
市
場
供
用
開
始

９
月
23
日　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
開
始

12
月
８
日　
釡
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
開
館

12
月
27
日　
千
年
橋
開
通

平
成
30
年

２
月
９
日　
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

２
月
10
日　
近
代
製
鉄
発
祥
１
６
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
31
日　
釡
石
港
湾
口
防
波
堤
完
成

８
月
19
日　
釡
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

11
月
16
日　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
釡
石
開
催

12
月
15
日　
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

12
月
19
日　
市
内
最
後
と
な
る
浜
町
復
興
公
営
住
宅
完
成

平
成
31
年

３
月
９
日　

 

三
陸
沿
岸
道
路（
市
内
区
間
）、
東
北
横
断
自
動
車
道
釡
石
秋
田
線（
全
線
）

開
通

３
月
11
日　
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
概
成

３
月
11
日　
釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
制
定

３
月
23
日　
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
全
線
開
通

３
月
24
日　
東
京
２
０
２
０
キ
ャ
ラ
バ
ン　
５
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

４
月
13
日　
魚
河
岸
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン
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218

228

53
128

1,814

441

28年
2月

1,043

779

286

30年
2月

1,439

1,656
1,735

2,427

424

26年
2月

676

2,824

251

24年
2月

182

2,640

0

平成23年
8月

85

31年
2月

令和２年
2月

人口動態の推移 応急仮設住宅入居戸数と住宅の自力再建数の推移

唐丹町片岸の現況（上）と
被災直後（下）

片岸町、鵜住居町の現況（上）と
被災直後（下）

11
月
２
日　
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
ご
訪
問

11
月
10
日　
橋
野
鉄
鉱
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
26
年

２
月
２
日　
新
春
韋
駄
天
競
争

４
月
１
日　
釡
石
消
防
署
新
庁
舎
完
成

４
月
５
日　
三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
運
行
開
始

４
月
12
日　
Ｊ
Ｒ
釡
石
線
で
Ｓ
Ｌ
銀
河
運
行
開
始

６
月
８
日　
釡
石
百
人
会
議

８
月
３
日　
釡
石
は
ま
ゆ
り
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

10
月
31
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
大
会
に
立
候
補

12
月
５
日　
タ
ウ
ン
ポ
ー
ト
大
町
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

平
成
27
年

３
月
２
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
開
催
都
市
に
決
定

４
月
21
日　
道
の
駅
「
釡
石
仙
人
峠
」
オ
ー
プ
ン

４
月
26
日　
釡
石
さ
く
ら
祭
（
唐
丹
町
）

７
月
５
日　
橋
野
鉄
鉱
山
が
世
界
遺
産
登
録
決
定

７
月　
　
　
釡
石
市
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
整
備
基
本
計
画
策
定

12
月
23
日　
釡
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

平
成
28
年

３
月
21
日　
釡
石
高
校
硬
式
野
球
部
21
世
紀
枠
で
春
の
甲
子
園
出
場
決
定

４
月
１
日　
岩
手
大
学
農
学
部
食
料
生
産
環
境
学
科
水
産
シ
ス
テ
ム
学
コ
ー
ス
設
置

９
月
〜
10
月 　
希
望
郷
い
わ
て
国
体
、
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
・
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
７
人
制
）
競
技
を
開
催

10
月
23
日　
道
の
駅
釡
石
仙
人
峠
来
場
者
１
０
０
万
人
達
成

平
成
29
年

１
月
27
日　
釡
石
漁
火
酒
場
か
ま
り
ば
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

２
月　
　
　
唐
丹
小
・
唐
丹
中
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　
岩
手
大
学
大
学
院
総
合
科
学
研
究
科
地
域
創
生
専
攻
（
修
士
課
程
）
設
置

４
月　
　
　
鵜
住
居
小
・
釡
石
東
中
新
校
舎
で
の
学
習
ス
タ
ー
ト

４
月　
　
　
鵜
住
居
幼
稚
園
新
園
舎
で
の
保
育
ス
タ
ー
ト

５
月
８
日
〜
22
日　
尾
崎
半
島
林
野
火
災

５
月
16
日　
釡
石
市
魚
市
場
供
用
開
始

９
月
23
日　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
供
用
開
始

12
月
８
日　
釡
石
市
民
ホ
ー
ル
Ｔ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
開
館

12
月
27
日　
千
年
橋
開
通

平
成
30
年

２
月
９
日　
市
制
施
行
80
周
年
記
念
式
典

２
月
10
日　
近
代
製
鉄
発
祥
１
６
０
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

３
月
31
日　
釡
石
港
湾
口
防
波
堤
完
成

８
月
19
日　
釡
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ
ジ
ア
ム
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

11
月
16
日　
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
釡
石
開
催

12
月
15
日　
ミ
ッ
フ
ィ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

12
月
19
日　
市
内
最
後
と
な
る
浜
町
復
興
公
営
住
宅
完
成

平
成
31
年

３
月
９
日　

 

三
陸
沿
岸
道
路（
市
内
区
間
）、
東
北
横
断
自
動
車
道
釡
石
秋
田
線（
全
線
）

開
通

３
月
11
日　
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
概
成

３
月
11
日　
釡
石
市
防
災
市
民
憲
章
制
定

３
月
23
日　
三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
全
線
開
通

３
月
24
日　
東
京
２
０
２
０
キ
ャ
ラ
バ
ン　
５
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト

４
月
13
日　
魚
河
岸
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン

令
和
元
年

６
月
１
日
〜
８
月
７
日　
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
開
催

６
月
22
日　
三
陸
沿
岸
道
路
（
釡
石
北
―
大
槌
）
開
通

６
月
29
日　
大
震
災
か
ま
い
し
の
伝
承
者
（
第
１
期
）
基
礎
研
修
・
伝
承
者
証
交
付

７
月
１
日　
岩
手
大
学
総
合
教
育
研
究
棟
竣
工
記
念
式
典

７
月
５
日　
東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
支
援
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

７
月
10
日　
汐
立
雨
水
ポ
ン
プ
場
竣
工

７
月
16
日　
釡
石
警
察
署
、
沿
岸
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
庁
舎
で
業
務
開
始

７
月
20
日　
根
浜
海
岸
海
開
き

７
月
23
日　
鵜
住
居
駅
前
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
除
幕
式

７
月
27
日　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
２
０
１
９　
日
本
対
フ
ィ
ジ
ー

８
月
８
日　
根
浜
海
岸
観
光
施
設
オ
ー
プ
ン

９
月
14
日　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
釡
石
が
登
録

９
月
20
日
〜
11
月
２
日　
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
™
開
催

９
月
24
日　
秋
篠
宮
皇
嗣
・
同
妃
両
殿
下
ご
訪
問

９
月
25
日　
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９　
フ
ィ
ジ
ー
対
ウ
ル
グ
ア
イ
戦
開
催

９
月
29
日　
橋
野
鉄
鉱
山
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
入
館
10
万
人
達
成

10
月
６
日　
第
10
回
全
国
虎
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
月
12
日
〜
13
日　
台
風
第
19
号
最
接
近
・
大
雨
特
別
警
報
発
表
、
被
害
発
生

10
月
13
日　
Ｒ
Ｗ
Ｃ
２
０
１
９　
ナ
ミ
ビ
ア
対
カ
ナ
ダ
戦
中
止

11
月
３
日　
釡
石
市
が
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
賞
受
賞

11
月
22
日　
魚
河
岸
テ
ラ
ス
入
館
10
万
人
達
成

12
月
１
日　
釡
石
市
民
体
育
館
オ
ー
プ
ン

12
月
23
日　
第
１
回
釡
石
市
公
民
館
対
抗
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

12
月
26
日　
釡
石
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
第
１
回
か
ま
い
し
未
来
づ
く
り
委
員
会

令
和
２
年

１
月
17
日
〜
19
日　
東
北
高
等
学
校
ボ
ク
シ
ン
グ
新
人
大
会

１
月
22
日　
釡
石
港
が
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
９
に
選
定

釡石市防災市民憲章　　命を守る
　釡石市は、2011年３月11日に発生した東日本大震災の大津波により、千人を超

こ

える尊い命を

喪
うしな

った。その悲しみが、癒
い

えることは決してない。

　しかし、古
こ

来
らい

より、先
せん

人
じん

たちが、度
たび

重
かさ

なる災害や戦災をたくましく乗り越
こ

えてきたように、

今、私たちは、ふるさと復興への途
みち

を歩み続けている。

　自然は恵
めぐ

みをもたらし、ときには奪
うば

う。

　海、山川と共に生き、その豊かさを享
きょうじゅ

受してきたこの地で安全に暮らし続けていくために

は、また起こるであろうあらゆる災害に対し、多くの教訓を生かしていかなければならない。

　未来の命を守るために、私たちは、後世に継
けいしょう

承する市民総意の誓
ちか

いをここに掲
かか

げる。

備
そな

える
　　災害は　ときと場所を選ばない
　　避難訓練が　命を守る
逃
に

げる
　　何度でも　ひとりでも　安全な場所に　いちはやく
　　その勇気は　ほかの命も救う
戻
もど

らない
　　一度逃

に

げたら　戻
もど

らない　戻
もど

らせない
　　その決断が　命をつなぐ
語
かた

り継
つ

ぐ
　　子どもたちに　自然と共に在るすべての人に
　　災害から学んだ生き抜

ぬ

く知
ち

恵
え

を　語
かた

り継
つ

ぐ

　私たちは生きる。
　かけがえのないふるさと釡石に、共に生きる。

主
な
支
援
の
内
容

派
遣
職
員

　
国
や
地
方
自
治
体
、
企
業
な
ど
か
ら
釡
石
市
へ
派
遣
さ

れ
、
復
旧
・
復
興
事
業
に
取
り
組
ん
だ
人
は
令
和
２
年
１

月
末
時
点
で
73
団
体
、
の
べ
７
７
２
人
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
も
52
人
の
派
遣
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
日
も

早
い
復
興
の
た
め
尽
力
し
て
い
ま
す
。

災
害
義
援
金

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
届
け
ら
れ
る
災
害
義
援
金

は
、
個
人
や
企
業
、
団
体
な
ど
か
ら
日
本
赤
十
字
社
な
ど

を
介
し
て
世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
額
は
２
３
１
９

件
5
億
４
９
２
５
万
８
５
０
２
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
こ
れ
ま
で
２
７
３
万
７
７
９
４
円
の
温
か
い

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
平
成
23
年
の
発
災
直
後
か
ら
釡
石
で
活
動
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
、
釡
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
し
た
人
だ
け
で
の
べ
9
万
６
９
７
７
人
に
上
り
ま

す
。

　
本
年
度
は
１
月
末
ま
で
に
１
５
５
２
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市は、平成31年３月11日に釡石市防災市民憲章を制定しました。
この憲章は、あらゆる災害から身を守る知恵を次の世代へと伝えるための市民の誓いです。

「備える」
　避難を可能とするのは、日ごろの
訓練であり、その大切さを「から
だ」で理解すること

「逃げる」
　避難を繰り返す大切さ、自分の素
早い率先避難が、周りの避難を促す
こと

「戻らない」
　お互いに避難の仕方を確認してお
くなど、家族の信頼関係を築き行動
すること

「語り継ぐ」
　これらの行動を実践し続け、「当
たり前」となる災害文化を創ること

　これまでの度重なる災害などを乗
り越えてきたように、自然の豊かさ
を享受しながら、これからも釡石の
地で、共に助け合いながら生きる市
民の決意を表しています。

解説
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